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島崎邦彦 証人尋問（主尋問） 書証綴り

平成２９年４月２４日

一審原告ら訴訟代理人 弁護士 佐 藤 辰 弥
同 弁護士 笠 原 一 浩

甲４７６号証
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甲４４６号証 １，２頁
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甲３１７号証
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甲４３９号証
1，2頁
（抜粋）
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甲４４０号証
（抜粋）
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甲297号証
日本活断層学会２０１５年度秋季学術大会予稿 O-13
（抜粋）
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甲297号証
日本活断層学会２０１５年度秋季学術大会予稿 O-13
（抜粋）
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観測
記録

１０の１８乗
Ｎｍ

断層長さ
km

武村式
山中・
島崎式

松田式
+武村
(1990)

入倉・
三宅式

入倉・三宅／
観測記録

断層
傾斜角

1891年
濃尾地震 １８０ ６９ ２１０ １８０ １３０ ５２ ０．２９倍 ９０°

1930年
北伊豆地震 ２７ ２７ ３２ ２８ ２１ ７．９ ０．２９倍 ９０°

2011年
福島県浜通り １１ １９．５ １７ １４ １１ ５．５ ０．５倍 ６０°

1927年
北丹後地震 ４６ ３３ ４８ ４１ ３１ １２ ０．２６倍 ９０°

1943年
鳥取地震 ３６ ３０ ３９ ３４ ２５ ９．８ ０．２７倍 ９０°

1945年
三河地震 １０ ２１ １９ １７ １３ １９ １．９倍 ３０°

1995年
兵庫県南部地震 ２２ ３２ ４５ ３９ ２９ １１ ０．５倍 ９０°

甲297号証をもとに一審原告ら代理人作成
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甲４４１号証 「新編 日本の活断層 ７１岐阜」
抜粋
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６９ｋｍ

甲４４１号証 「新編 日本の活断層 ７１岐阜」
抜粋・加筆
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甲４４８号証 151頁 抜粋

宮腰研、入倉孝次郎、釜江克宏 「強震動記録を用いた震源イン
バージョンに基づく国内の内陸地殻内地震の震源パラメータのス
ケーリング則の再検討」 2015
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甲452号証
Fukuyama et al.(2007) 555頁抜粋、加筆

①

②

③

④
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甲4６３号証 ２１頁 抜粋
原子力安全・保安院
「福島第一原子力発電所及び福島第二原子力発電所の耐震安全性について」
平成21年7月
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甲４４８号証 145頁 抜粋

宮腰研、入倉孝次郎、釜江克宏 「強震動記録を用い
た震源インバージョンに基づく国内の内陸地殻内地震
の震源パラメータのスケーリング則の再検討」 2015
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甲４６４号証 249、250頁
抜粋、加筆
引間和人
「2011年4月11日福島県
浜通りの地震(Mj7.0)の
震源過程」2012

Idosawa

Yunotake

Rupture Area: ６４０ｋｍ２
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甲２９８号証
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甲４２２号証 震源断層を特定した地震の強震動予測手法（「レシピ」） ８頁

甲３３１号証 島崎（2016） 655頁コラム
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甲３３１号証 島崎（2016） 656頁
抜粋・加筆

u = 6.98 ×10－2 × L 0.95 〔地震本部〕
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断層長さ 断層幅 ずれの量 参照

1927年
北丹後地震

３５ｋｍ １３ｋｍ ３ｍ
Kanamori

(1973)

1930年
北伊豆地震

２２ｋｍ １２ｋｍ ３ｍ
Abe

(1978)

1943年
鳥取地震

３３ｋｍ １３ｋｍ ２．５ｍ
Kanamori

(1973)

甲２９８号証をもとに一審原告ら代理人作成

入倉・三宅式に
よる試算

０．７４ｍ

０．４３ｍ

０．７ｍ

甲３３１号証島崎（2016） 654頁

入倉・三宅
／観測値

０．２５倍

０．１４倍

０．２８倍



20

断層長さ 断層幅 ずれの量 参照

1927年
北丹後地震

３５ｋｍ １３ｋｍ ３ｍ
Kanamori

(1973)

1930年
北伊豆地震

２２ｋｍ １２ｋｍ ３ｍ
Abe

(1978)

1943年
鳥取地震

３３ｋｍ １３ｋｍ ２．５ｍ
Kanamori

(1973)

事前設定される
断層長さ

３３ｋｍ

２７ｋｍ

３０ｋｍ

一審原告ら代理人作成



21

甲４４４号証 抜粋
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甲４４５号証 吉見雅行「平成２８年熊本地震で
出現した（地表）地震断層 調査概要」６頁
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観測
記録

１０の１８乗
Ｎｍ

断層長さ
km

武村式
山中・
島崎式

松田式
+武村
(1990)

入倉・
三宅式

入倉・三宅／
観測記録

断層
傾斜角

1891年
濃尾地震

１８０ ６９ ２１０ １８０ １３０ ５２ ０．２９倍 ９０°

1930年
北伊豆地震

２７ ２７ ３２ ２８ ２１ ７．９ ０．２９倍 ９０°

2011年
福島県浜通り

１１ １９．５ １７ １４ １１ ５．５ ０．５倍 ６０°

1927年
北丹後地震

４６ ３３ ４８ ４１ ３１ １２ ０．２６倍 ９０°

1943年
鳥取地震

３６ ３０ ３９ ３４ ２５ ９．８ ０．２７倍 ９０°

1945年
三河地震

１０ ２１ １９ １７ １３ １９ １．９倍 ３０°

1995年
兵庫県南部地震

２２ ３２ ４５ ３９ ２９ １１ ０．５倍 ９０°

甲297号証、甲331号証をもとに原告ら代理人作成

2016年
熊本地震 ４７ ３１ ４２ ３７ ２７ １３．７ ０．２９倍 ６０°
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乙１９９号証 ９頁
（暫定値１）
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図２ 布田川・日奈久断層帯の活断層位置と調査地点

約２７ｋｍ

約４７ｋｍ

約２７ｋｍ

乙１９２号証
平成14年5月8日付け

地震本部「布田川・日奈
久断層帯の評価」
４頁 抜粋・加筆

甲４５７ ２００９年版「全国地震動予測地図
別冊２ 震源断層を特定した地震動予測地
図」 ３２２頁（抜粋）
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約１９ｋｍ

約４０ｋｍ

約30ｋｍ

甲４６６号証
平成25年2月1日付け

地震本部「布田川・日奈久
断層帯の評価（一部改訂）」
１２頁 抜粋・加筆

約１６ｋｍ

約２７ｋｍ以上

約２０ｋｍ

甲４５９「今後の地震動ハザード評価
に関する検討～2013 年における検
討結果～」８８頁
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甲４４３号証 抜粋・加筆
（暫定値２）

総断層面積
４１６ｋｍ３

平均滑り量
３．６ｍ

合計断層長さ
３５．３ｋｍ
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乙１９７号証
（暫定値３）
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暫定値１ 暫定値２

暫定値３
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甲４４３号証 抜粋
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余震分布、地表地震断層などを考慮
して、日奈久断層帯北部に沿った長
さ14km×幅18km、走向205度、傾斜
72度の断層面、及び布田川断層帯
に沿った長さ28km×幅18km、走向
235度、傾斜65度の断層面を仮定。

乙２０４号証 ３頁抜粋
（浅野公之）



32

近地強震記録を用いた平成28年（2016年）熊本地震（4月16日1時25分、M7.3）の震
源インバージョン解析（2016/8/9再改訂版）

久保久彦、鈴木亘、青井真（防災
科学技術研究所）、関口春子（京
都大学防災研究所）

最大すべり量3.8m
地震モーメント5.5×1019Nm（Mw 7.1）

甲４６８号証 図３
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乙１８６号証の１
Ｉｒｉｋｕｒａ et al.(2017)
３頁 抜粋
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東京大学地震研

京都大学 浅野

防災科研 久保ほか

地域地盤研 吉田ほか
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乙１５９
原子力規制庁H28.7.27 付け
「大飯発電所の地震動に係る試算の過程等について」
１２頁（抜粋）
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甲４６９号証
H28.2.19 付け
「大飯発電所 地震動評価について」
６頁（抜粋）
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乙１５９号証
原子力規制庁H28.7.27 付け
「大飯発電所の地震動に係る試算の過程等について」
２頁（抜粋）
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甲４７０号証
H25.11.1付け

「大飯発電所 地震
動評価について」
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甲４７０号証
H25.11.1付け

「大飯発電所 地
震動評価につい
て」
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甲４６９号証
H28.2.19 付け
「大飯発電所
地震動評価について」
（抜粋）
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甲４６９号証
H28.2.19 付け
「大飯発電所
地震動評価について」
（抜粋）
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甲４６９号証
H28.2.19 付け
「大飯発電所
地震動評価について」
（抜粋）
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甲４６９号証
H28.2.19 付け
「大飯発電所
地震動評価について」
（抜粋）
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甲４６９号証
H28.2.19 付け
「大飯発電所
地震動評価について」
（抜粋）
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甲４７１号証
H26.9.5 付け
「大飯発電所

地震動評価につい
て（コメント回答）」
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甲４５３号証
H26.9.5 付け
「大飯発電所

地震動評価につい
て（コメント回答）」
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甲３３６号証
H28.7.13付け

原子力規制庁
資料
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甲３３９号証
H28.7.13付け

委員長定例
会見資料
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乙１５９号証
H28.7.27付け

原子力規制庁
資料 ８頁
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乙１５９号証
H28.7.27付け

原子力規制庁
資料 １０頁
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甲４７２号証
伊方発電所
H26.11.7付け適
合性審査資料1-2 
116頁（抜粋）

54km

480km 54ｋｍケース 480ｋｍケース

地震モーメント
(Nm)

5.84×1019 5.30×1020

アスペリティ動
的応力降下量

（MPa）
12.2MPa 12.2MPa

壇ほか(2011)のケース
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甲４５３号証
H28.2.19 付け
「大飯発電所
地震動評価について」
（抜粋）
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甲３６０号証
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乙２０１号証
３２頁抜粋
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H28.12.9修正 地震本部「レシピ」

(ｱ) 過去の地震記録や調査

結果などの諸知見を吟味・判
断して震源断層モデルを設定
する場合

(ｲ) 長期評価された地表の活

断層長さ等から地震規模を設
定し震源断層モデルを設定す
る場合

(ｱ) 過去の地震記録などに基

づき震源断層を推定する場合
や詳細な調査結果に基づき震
源断層を推定する場合

(ｲ) 地表の活断層の情報をも

とに簡便化した方法で震源断
層を推定する場合

加筆

修正前

修正前

修正後 修正後

甲４２２号証をもとに一審原告ら代理人作成
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基準地震動及び耐震設計方針に係る審査ガイド
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乙１５９号証
原子力規制庁H28.7.27 付け
「大飯発電所の地震動に係る試算の過程等について」
３頁（抜粋）
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甲54号証
入倉孝次郎「強震動予測レシピ」３頁Fig.1 upper


